
沸騰流動系の限界熱流束



年内の講義の予定

平成１３年１１月２７日（火）４時限
平成１３年１２月３日（月） １時限
平成１３年１２月４日（火） ４時限
平成１３年１２月１１日（火）休講
平成１３年１２月１８日（火）４時限
は１２月１７日（月）４時限に変更
これに伴い花崎先生の機械加工学応用の講
義は１２月１８日（火）４時限に変更



限界熱流束の実験パラメータ

流動沸騰系の限界熱流束qcritに影響を及ぼす

パラメータ

管路の径と長さ D, L
質量速度と圧力 G,P
入口及び出口エンタルピー Hin, Hex

よりHinとHexのどちらかを与えればよい
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限界熱流束の実験パラメータ

熱流束一定の場合には限界熱流束は流路出口で
起こるので、出口の熱平衡クォリティーを用いて
もよい

限界熱流束：上流の履歴の影響を受ける
長さLに影響を受ける System Parameters Concept

限界熱流束：局所的な条件で決まり上流の履歴の
影響を受けない Local Conditions  Concept
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限界熱流束の実験パラメータの
影響

質量速度
G増加と共にCHFも増加、出口クォリティーは減少

入口サブクール度
∆Hsub減少と共に直線的に減少(L/D>75～100）

出口クォリティー
xex増加と共に直線的に減少、Gと共に増える（ xex <0の
領域）

xex減少と共に直線的に減少、Gと共に減少（ xex >0の
領域）









限界熱流束の実験パラメータの
影響

圧力
15～30barで最大値以後は緩やかに減少

管長

管長の増加と共に減少

管長の長いとき：入口サブクール度と共に直線
的に減少

管長の短いとき：入口サブクール度と共に非直
線的に減少

L/D>100ではLocal Conditions  Concept成立









MacBethの相関

Local Conditions  Conceptに基づく最初の相

関式

の形で与える。

に入れて

低流速域（DNB)と高流速域（ドライアウト）に

分ける
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甲藤の相関式

次元解析による相関式

多くの領域に分ける
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管群の限界熱流束相関式

実験データに基づく

次元を持った形

流路断面積に様々な代表長さを用いる

加熱相当直径

４×流路断面積／加熱長さ



Macbethの式







Tongの式





熱流束分布がある場合の限界
熱流束

熱流束に分布がある場合、ＣＨＦは出口で起こると
は限らない。
例、原子炉：sin状の分布

一般には

Local Conditions Conceptを用いて予測

これと の接点
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